
　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
特

徴
は
、
高
齢
者
を
敬
い
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
責
任
を
も
つ
町
政

実
現
の
た
め
の
施
策
の
充
実
で
す
。

　

福
祉
施
策
と
し
て
は
、
平
成
26

年
度
に
新
設
し
た
「
長
寿
・
医
療

費
給
付
金
事
業
」
を
継
続
実
施
し
、

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
消
費
税
率
引
上
げ

に
対
す
る
緩
和
対
策
の
「
臨
時
福

祉
給
付
金
支
給
事
業
」
及
び
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給

事
業
」
に
つ
い
て
も
継
続
実
施
し

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
責
任
を

も
つ
施
策
と
し
て
は
、特
に
「
教
育
・

子
育
て
支
援
」「
防
災
対
策
」「
人

口
対
策
」
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
教
育
の
充
実
と
し
て
「
上

野
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
」「
市

川
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
事

業
」「
六
郷
小
学
校
大
規
模
改
造
事

業
【
設
計
】」
な
ど
の
学
校
施
設
の

改
修
な
ど
を
優
先
的
に
予
算
化
し

ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
対

策
と
し
て
、
県
内
で
も
手
厚
い
支

援
と
な
る
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
」、

「
子
育
て
医
療
費
助
成
事
業
」、「
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」、

及
び
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
」
な
ど
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

特
に
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
」
に
関
し
て
は
対
象
者
を
小
学

3
年
生
ま
で
か
ら
小
学
6
年
生
ま

で
に
拡
大
し
ま
す
。

　

防
災
対
策
と
し
て
は
、
高
田
排

水
機
場
の
建
替
え
で
あ
る
「
鳴
沢

川
高
田
地
区
内
水
対
策
事
業
」
を

平
成
28
年
度
完
成
を
目
指
し
継
続

実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
「
消
防

団
消
防
詰
所
新
築
事
業
」
な
ど
も

継
続
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
国
と
連
携
し
て
地
方

創
生
と
人
口
減
少
克
服
に
向
け
た

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
地
方
版

総
合
戦
略
の
策
定
の
ほ
か
、
人
口

対
策
と
し
て
、
国
の
平
成
26
年
度

第
1
号
補
正
予
算
に
よ
る
「
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
」
に
対
応
し
、
町
の
平
成

26
年
度
３
月
補
正
予
算
に
「
若
者

定
住
促
進
住
宅
補
助
金
」
の
追
加

を
行
い
、
本
年
度
に
繰
り
越
し
て

実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
成
26
年
度
9
月

補
正
予
算
に
て
山
王
土
地
区
画
区

域
の
み
に
先
行
し
て
予
算
化
し
た

若
者
定
住
促
進
住
宅
補
助
金
事
業

を
拡
大
し
、
全
町
を
対
象
と
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
人
口
対
策
に

関
連
す
る
基
盤
整
備
事
業
と
し
て

「
町
道
矢
作
上
野
線
新
設
改
良
事

業
」
な
ど
の
道
路
・
農
道
・
水
路

整
備
事
業
の
継
続
実
施
、
ま
た
同

様
に
関
連
す
る
産
業
振
興
対
策
と

し
て
、
国
の
補
正
予
算
の
交
付
金

に
対
応
し
、
個
人
消
費
の
喚
起
と

商
業
振
興
の
た
め
の
「
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
発
行
助
成
事
業
」
を
、

町
の
平
成
26
年
度
３
月
補
正
予
算

に
追
加
し
、
平
成
27
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
26
年

３
月
18
日
、
平
成
27
年
度
の
当
初

予
算
が
町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
予
算
を
84
億
７
，

３
５
９
万
５
千
円
で
編
成
。
特

別
会
計
と
合
わ
せ
た
予
算
総
額

１
４
６
億
２
，
２
１
２
万
２
千
円
で

市
川
三
郷
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

予
平成 27 年度

算
高
齢
者
を
敬
い
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
責
任

を
も
つ
町
政
実
現
の
た

め
の
施
策
の
充
実 

扶助費(12%)
10億5,069万5千円

公債費(11%)
 9億1,656万8千円

普通建設事業費(14%)
11億8,330万2千円

繰出金(15%)
12億2,828万4千円

人件費(15%)
12億7,877万9千円
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自
主
財
源

依
存
財
源

扶助費(12%)
10億5,069万5千円
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歳出状況
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歳出状況
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県支出金(5.1%)
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12億2,828万4千円
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度
当
初
予
算
に
も
計
上
し
た
同
事

業
を
拡
大
・
拡
充
し
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
入
の
最
も
大
き
な
割
合
を

占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
地
方

財
政
対
策
の
各
種
指
標
な
ど
に

よ
る
試
算
か
ら
減
額
を
予
測
し
、

36
億
６
７
４
万
９
千
円
（
前
年
度

比
４
・
４
３
％
増
）
を
見
込
み
ま

し
た
。
自
主
財
源
と
し
て
最
も
大

き
な
割
合
を
占
め
る
町
税
は
、
平

成
26
年
11
月
末
現
在
の
調
定
額

等
か
ら
減
を
見
込
み
、
16
億
９
，

３
９
３
万
７
千
円
（
前
年
度
比
２
・

２
９
％
減
）
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
上

野
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
等

に
係
る
起
債
額
の
増
加
に
伴
い
、

12
億
７
，８
１
０
万
円
（
前
年
度
比

２
・
９
８
％
増
）
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
全
体
の
平
成
26

年
度
末
の
町
債
の
残
高
は
、

２
２
５
億
２
，
９
３
３
万
２
千

円
（
う
ち
一
般
会
計
分
は

１
０
７
億
４
，
９
１
５
万
８
千

円
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
町

民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

１
３
４
万
４
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

左
の
円
グ
ラ
フ
は
、
歳
出
状
況

を
性
質
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

性
質
別
歳
出
で
は
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
な
ど
の
支
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費
や
、
道

路
や
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
と

い
っ
た
投
資
的
な
経
費
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

家
計
で
い
え
ば
人
件
費
は
食
費

に
、
物
件
費
は
光
熱
水
費
に
、
扶

助
費
は
医
療
費
に
、
補
助
費
と
繰

出
金
は
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
、
公

債
費
は
借
金
の
返
済
と
置
き
代
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は

必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

経
費
で
、
全
体
の
83
％
を
占
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
的
に
使
え

る
お
金
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
食
費
や
光
熱
費
（
人

件
費
や
物
件
費
）
な
ど
を
切
り
詰

め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

扶助費(12%)
10億5,069万5千円

公債費(11%)
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普通建設事業費(14%)
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2億4,459万7千円 町債(15.1%)
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地方交付税(42.6%)
36億674万9千円

自
主
財
源

依
存
財
源

扶助費(12%)
10億5,069万5千円

性 質 別
歳出状況
性 質 別
歳出状況

国庫支出金(9%)
7億6,594万5千円

県支出金(5.1%)
4億3,369万2千円

地方消費税交付金(2.9%)
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1億6,663万4千円

繰越金(0.4%) 2,975万4千円
使用料及び手数料(1.3%)
1億988万4千円
その他(0.7%) 6,247万8千円

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

地方交付税(42.6%)
36億674万9千円

町債(15.1%)
12億7,810万円

町税(20%)
16億9,393万7千円

補助費等(15%)
12億9,453万7千円

物件費(15%)
13億953万1千円

人件費(15%)
12億7,877万9千円

繰出金(15%)
12億2,828万4千円

普通建設事業費(14%)
11億8,330万2千円

公債費(11%)
 9億1,656万8千円

その他(3%)2億1,189万9千円

平成27年度版 「知ってほしい、まちの予算」
　広報紙だけでは伝えきれない今年
度の予算や各種事業について、わか
りやすく説明した「知ってほしい、
まちの予算」を発行します。各戸に
回覧し、町内公共施設に設置します。
また町ＨＰからもＰＤＦでご覧いた
だけます。
　入手ご希望の方は広聴広報係
☎ 055-272-1101 までご連絡下さい。

前
年
度
比 

３
・
９
６
％
の
減

性
質
別
歳
出
状
況
で
見
る

財
政
の
状
況

-27-

◆◇◆
　子育

て環境
の充実

　◆◇
◆

●

万円
230.4

《　担当
：　　　

　　　　
　課　　

　　　　
　　係　

》
子育て支

援

いきいき
健康

　「子ど
も子育て

支援法」
に基づき

、幼児期
の学校教

育・保育
・地域の

子ども子
育て支援

を総合的
に推進す

る『子ど
も子育て

支援事業
計画』を

策定し、
ファミリ

ー・サポ
ート・セ

ンター事
業及び養

育支援訪
問事業な

どを実施
していき

ます。

　※ここ
では、旧

「次世代
育成支援

地域事業
」分のみ

を計上し
、地域子

育て支援
拠点事業

　　や放
課後児童

健全育成
事業など

は、別途
記載して

います。

●財源内
訳●

国　　　
　　　万

円（　　
　％）

県　　　
　　　万

円（　　
　％）

町　　　
　　　万

円（　　
　％）

63.2
63.2

104.0

27
27
46

　◆主な
経費

　・ファ
ミリー・

サポート
・センタ

ー事業

　・養育
支援訪問

事業

　・その
他事業費

174.7
25.2
30.5

万円

万円

万円

地域子ど
も子育て

支援事業

●

万円12.6

《　担当
：　　　

　　　　
　課　　

　　　　
　　係　

》
子育て支

援

いきいき
健康

　平成２
７年度（

予定）よ
り山梨県

では、医
療的処置

を必要と
しないも

のの、育
児に不安

や負担を
強く感じ

る産後４
か月まで

の母親と
その乳児

を、産後
ケアセン

ター（仮
称）に宿

泊させ、
母体ケア

・乳児ケ
アを実施

します。
町では、

その費用
の一部を

負担しま
す。

●財源内
訳●

町　　　
　　　万

円（　　
　％）

12.6
100

　◆主な
経費

　・負担
金

12.6 万円

産後ケア
事業

●

万円
5,853

.7

《　担当
：　　　

　　　　
　課　　

　　　　
　　係　

》
子育て支

援

いきいき
健康

　受給者
証の交付

を受けた
お子さん

が、県内
の医療機

関へ入院
・通院等

をした場
合、保険

診療分の
医療費は

無料とな
ります（

一部窓口
無料にな

らない場
合があり

ますが、
その場合

は翌月以
降、申請

書に領収
書か医療

機関の証
明を添付

し、提出
して下さ

い。後日
、口座振

込により
助成しま

す）。

　対象者
は、出生

の日から
満１５歳

に達する
年の最初

の３月３
１日まで

です。　

子育て支
援医療費

助成金支
給事業

　◆主な
経費

　・子育
て支援医

療費の助
成

　・審査
支払手数

料

　・その
他事務費

5,600.0
250.8
2.9

万円

万円

万円

●財源内
訳●

県　　　
　　　万

円（　　
　％）

町　　　
　　　万

円（　　
　％）

他【　　
　　　　

　　　　
　　】

　　　　
　　　万

円（　　
　％）

918.2

4,881.4

54.1

16
83

1国保高額
療養費償

還分

-28-

●

万円
1,153

.3

《　担当
：　　　

　　　　
　課　　

　　　　
　　係　

》
子育て支

援

いきいき
健康ひとり親

家庭医療
費助成事

業

　◆主な
経費

　・ひと
り親家庭

医療費助
成

　・審査
支払手数

料

　・その
他事務費

1,100.0
47.5
5.8

万円

万円

万円

●財源内
訳●

県　　　
　　　万

円（　　
　％）

町　　　
　　　万

円（　　
　％）

他【　　
　　　　

　　　　
　　】

　　　　
　　　万

円（　　
　％）

633.5

503.4

16.4

55
44

1国保高額
療養費償

還分

　親や１
８歳以下

の児童で
受給者証

の交付を
受けた方

が、県内
の医療機

関へ入院
・通院な

どをした
場合、保

険診療分
の医療費

が無料と
なります

。ひとり
親 ( 母子

・父子
)家庭の

父

母の所得
税が非課

税でかつ
、ひとり

親などの
扶養義務

者の所得
が制限内

である場
合に適用

されます
（一部窓

口無料に
ならない

場合があ
りますが

、その場
合は翌月

以降、申
請書に領

収書か医
療機関の

証明を添
付し、提

出して下
さい。後

日、口座
振込によ

り助成し
ます）。

●

万円
280.0

《　担当
：　　　

　　　　
　課　　

　　　　
　　係　

》
子育て支

援

いきいき
健康

　◆主な
経費

　・祝い
金

280.0 万
円

子育て祝
い金

●財源内
訳●

町　　　
　　　万

円（　　
　％）

280.0
100　町の子

育て支援
策の一環

として、
小学校入

学時に祝
い金とし

て１人２
０，００

０円を支

給します
。今年度

は１４０
人を予定

していま
す。各小

学校に入
学後、学

校を通し
てお子さ

まに申請
書を配布

します。
申請手続

後、お祝
い金をお

受け取り
ください

。

●

188.3

《　担当
：　　　

　　　　
　課　　

　　　　
　　係　

》
子育て支

援

いきいき
健康

　児童館
は、０歳

から１８
歳未満ま

での児童
のための

福祉施設
です。子

どもたち
に遊び場

と遊びを
提供し、

心身とも
に健やか

に成長す
るお手伝

いをして
います。

児童館事
業は『み

たま児童
館』『市

川大門児
童館』『

六郷総合
子供セン

ター』の
３ヵ所で

実施して
います。

●財源内
訳●

町　　　
　　　万

円（　　
　％）

188.3
100

　◆主な
経費

　・指導
員賃金な

ど

　・施設
維持費

　・その
他事業費

108.6
59.4
20.3

万円

万円

万円

児童館事
業

万円

市川三郷町は合併10周年

平成27年10月1日

市川三郷町予算説明書

知ってほしいまちの

予算

平成27年度

歳
入（
一
般
会
計
）

歳
出（
一
般
会
計
）

■一般会計歳出内訳

今年度の主な新規・継続事業
▪ 市川中学校テニスコート改修事業 2,662万2千円
▪ 市川大門町民会館改修事業 2,103万5千円
▪ ひまわり保育園園舎増築工事補助事業 1,513万5千円
▪ 六郷小学校大規模改造事業 1,144万8千円
▪ 高田公民館屋根改修事業 289万9千円
▪ 町制施行１０周年記念事業 1,965万4千円
▪ 市川南小学校職員室改修事業 663万2千円
▪ 山保農村広場防球ネット設置事業 637万2千円
▪ 甲斐上野駅駐輪場等整備事業 857万0千円
▪ 第２次総合計画策定事業 450万0千円
▪ コミュニティバス六郷線バス更新事業 300万0千円
▪ 地域防災計画改訂事業 394万2千円
▪ セカンドブック事業 20万0千円
▪ 上野小学校大規模改造事業 2億527万8千円
▪ 鳴沢川高田地区内水対策事業 1億4,000万0千円
▪ 町道篭鼻川浦線新設改良事業 1,129万7千円
▪ 町道宮原一本松線新設改良事業 9,600万0千円
▪ 子育て支援医療費助成事業 5,853万7千円
▪ 町道矢作上野線新設改良事業 2億5,160万0千円
▪ 長寿・医療費給付金事業 2,978万1千円
▪ 放課後児童健全育成事業 3,306万6千円
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町
で
は
、
町
内
に
存
在
す
る
空

き
家
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
都
市

住
民
と
の
交
流
や
定
住
を
促
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
空
き
家
情
報
登

録
制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、「
市
川
三
郷
町

に
住
み
た
い
」「
空
き
家
情
報
を

知
り
た
い
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ

せ
が
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
個
人

情
報
保
護
法
に
よ
り
、
こ
う
し
た

問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
で
は
、
賃
貸
や
売
却
が
可

能
な
町
内
に
あ
る
空
き
家
な
ど
を

所
有
者
か
ら
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
ら
の
物
件
情
報
を
希
望

者
に
公
開
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
協
定
を
結
ん
だ(

公
社)

全
日
本
不
動
産
協
会
山
梨
県
本

部
、(
公
社)
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
が
媒
介
役
と
し
て
間
に

入
り
、
交
渉
か
ら
契
約
等
の
手

続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
空
き
家
が
登
録
で
き

ま
す
。

空き家などを
登録して

下さい

町内の賃貸や売却が可能な

登録、お問い合わせは
　町企画課企画政策係

☎ 055-272-1103 まで
町ホームページもご覧下さい

ク
リ
ッ
ク

市川三郷町空き家バンク制度

平成27年度

市川三郷町
消防団体制

■退団者
　第１分団　�有泉敏雄、内藤真太
　第２分団　�新津敏信、北村優樹、相沢孝至
　　　　　　八木敬一郎
　第３分団　�塩島福一、土橋邦利、石川伸也
　　　　　　三神浩史
　第４分団　�廣瀬宗康、岸本健太
　第５分団　�渡辺　孝、一瀬敏彦
　第６分団　�芦沢孝一、小沢勇太
　第７分団　�小林千弘
　第８分団　�今村武史、小林芳男、伊藤貴司
　　　　　　依田光俊、羽田猛彦、丸山高仁
　第９分団　�望月英利、笠井康二
　第１０分団　�小林直樹
　第１２分団　��内藤武士

■入団者
　第２分団　�丹沢忠彦、松野　涼
　第３分団　�小林一史、水上義人、土橋幸介
　第４分団　�丹沢英仁、来城　聡
　第６分団　�芦沢祐弥
　第７分団　�伊藤清文、雁丸大地
　第１１分団　�望月雅司
　第１２分団　�加藤幸大
　女性消防隊　�薬袋円加、市瀬絵里

■役　員
　団　　長　�丹澤忠行
　副  団  長　�有泉　修、渡邊　覚、望月勇雄
　第１分団　�小林洋一、芦沢正和
　第２分団　�池田　猛、丹沢忠彦
　第３分団　�小林一史、水上義人
　第４分団　�関部喜彦、丹沢秀彦
　第５分団　�村松　正、一瀬大輔
　第６分団　�芦澤文久、立川茂春
　第７分団　�石原保志、伊藤清文
　第８分団　�遠藤直樹、榊原　孝
　第９分団　�丸山　仁、小林茂広
　第１０分団　�望月　司、上田　匡
　第１１分団　�望月真幸、笠井琢実
　第１２分団　�芦澤洋至、斉藤貴英
　女性消防隊　�櫻井　操、渡邊麻理

（敬称略）
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こ
ん
に
ち
は
。
男
女
共
同
参
画
を

担
当
し
て
２
年
目
の
市
瀬
で
す
。
今

月
号
の
コ
ラ
ム
は
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
担
当
と
し
て
学
ん
だ
私
の

１
年
を
振
り
返
り
、
感
じ
た
こ
と
を

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
僕
は
奥
さ
ん
を
台
所
に
立
た
せ
な

い
ん
で
す
よ
」

　

以
前
、
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ
総
合
で
行
わ

れ
た
調
理
講
座
に
参
加
し
た
際
、
参

加
者
の
男
性
が
、
自
慢
げ
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
多
く
が
女

性
で
あ
る
中
、
材
料
を
手
際
よ
く
準

備
し
、
見
事
な
包
丁
さ
ば
き
で
料
理

を
仕
上
げ
て
い
く
姿
が
、
と
て
も
輝

い
て
見
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
今
、
こ
の
一
言
に
ど

の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
た
で
し
ょ
う

か
？

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
基
本
に

は
、
男
女
が
自
ら
の
意
志
に
よ
り
あ

ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
と

い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味

は
、『
男
ら
し
く
』『
女
ら
し
く
』
と

い
う
意
識
を
せ
ず
、
男
女
平
等
の
考

え
の
も
と
『
自
分
ら
し
く
』
生
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
性
別
へ
の
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
ら
し
く
そ

の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
で
す

が
、『
男
だ
か
ら
』『
女
だ
か
ら
』
気

づ
け
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
は
少
な

か
ら
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
講

座
に
参
加
し
、
料
理
の
腕
が
あ
が
っ

た
だ
け
で
な
く
調
理
の
手
間
や
盛
り

付
け
へ
の
こ
だ
わ
り
、
お
子
さ
ん
の

お
弁
当
へ
の
応
用
ま
で
考
え
て
い
た

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
な
か
に
、
確
か

に
男
性
な
ら
で
は
の
視
点
と
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。

　

互
い
の
意
見
や
能
力
を
活
か
し
な

が
ら
つ
く
り
あ
げ
る
料
理
こ
そ
、
日

常
生
活
を
さ
ら
に
豊
か
に
す
る
レ
シ

ピ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
第
２
次
市
川
三
郷
町
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
男
女
が
共
に
参
画
し
、
い
つ
で
も

町
民
の
皆
さ
ん
の
輝
く
笑
顔
に
出
会

え
る
よ
う
に
と
願
い
を
こ
め
て
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
互

い
の
能
力
や
可
能
性
を
理
解
す
る
努

力
を
し
、
一
人
ひ
と
り
が
存
分
に
輝

け
る
豊
か
な
町
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
、
市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
を
土
台
と
し
て
、
推
進
委
員
さ

ん
と
共
に
協
力
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
委
員
会
で
は

今
年
度
も
、
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
で
も
幅
広
い
分
野
の
講
座
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
見
や

学
習
の
場
と
し
て
皆
さ
ん
も
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

本
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

町
企
画
課
企
画
政
策
係

市
瀬
絵
里

75

ジェネリック医薬品
希望カードを
ご提示下さい

ジェネリック医薬品とは
　「ジェネリック医薬品」という言葉をよく耳に
するようになったと思います。ジェネリック医薬

品とは、低価格なのに、安全性や効き目は新薬

と同等と認められている後発医薬品のことです。

安全性も品質もほぼ同じで薬代が節約できるた
め、年々増える国民医療費の節減にもつながり
ます。今まではすべて医師まかせだった薬選び
に、患者も参加できるようになりました。自分
が使うお薬だからこそ、医師や薬剤師と相談し
ながら一緒に選び、ジェネリック医薬品で薬代
の負担を軽くしませんか？

お薬選びに参加する時代です

問医薬品医療機器総合機構
（くすり相談窓口）
☎ 03-3506-9457

町町民課☎ 055-272-1105
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きれいな水を
未来に

公
共
下
水
道
に

接
続
し
ま
し
ょ
う

　

た
く
さ
ん
の
水
が
、
毎
日
の
生
活

の
中
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
汚
れ
た

水
は
い
っ
た
い
ど
こ
で
き
れ
い
に

な
っ
て
、
川
へ
と
流
れ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
が
、
下
水
道
で
す
。

　

下
水
道
は
ト
イ
レ
や
炊
事
、
入
浴
、

洗
濯
な
ど
で
毎
日
大
量
に
流
さ
れ
て

い
る
汚
れ
た
水
を
下
水
道
管
に
流
し

て
集
め
、
き
れ
い
で
安
全
な
水
に
処

理
し
て
か
ら
、
再
び
川
や
海
へ
戻
す

働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
計
画
的
に
公
共
下
水
道

整
備
を
進
め
て
お
り
、
今
年
の
３
月

31
日
よ
り
下
図
の
地
区
が
供
用
開
始

と
な
り
ま
し
た
。
速
や
か
に
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
供
用
開
始
地
区
の
お
知
ら
せ

■４月から供用開始となった地区

▪
公
共
下
水
道
接
続
可
能
な
地
域
、

接
続
に
関
す
る
こ
と
な
ど
詳
細
は
町

生
活
環
境
課
下
水
道
係 

☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
２
ま
で

市川小学校南側西八代合同庁舎南側

下大鳥居御崎神社南側及び妙増寺北側 山王地区一部及び大同公民館西側

  

平
成
27
年
度
は

次
の
地
区
で
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す

　

市
川
33
組
南
の
一
部
、
下
大
鳥
居
３
組
の
一
部

　

黒
沢
７
組
・
８
組
・
９
組
・
10
組
の
一
部

　
※�

工
事
工
程
が
整
い
次
第
、
地
域
の
皆
様
に
周
知
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゆ
う
す
け

け 

い 

ご

ふ 

う 

か

は 

る 

き

地区名頭ライン

名前頭ライン

　

き

　こ

ゆ
う
す
け

け 

い 

ご

ふ 

う 

か

は 

る 

き

地区名頭ライン

名前頭ライン

　

き

　こ

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

３月届出分
（敬称略）

お
く
や
み

お
め
で
た

誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名
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正
し
い
着
用
が
命
を
守
る
！

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
。

　
自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
全

て
の
座
席
で
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

Point! 全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
５
月

11
日
月
か
ら
20
日
水
ま
で
の
10
日
間

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
事
故
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
人
一
人
が

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
努
め
、
安
全
で
安
心
な
人

に
や
さ
し
い
交
通
環
境
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

４
月
は
、
ま
だ
道
路
の
渡
り
方
に

慣
れ
て
い
な
い
新
入
生
が
多
く
い
ま

す
。
子
ど
も
達
が
、
安
全
に
安
心
し

て
通
学
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ

ん
で
見
守
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
思
い
や
り

の
心
で
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
交
通
安
全
運
動
中
の

重
点
項
目

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

■
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ

　
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
通
学
路
を

歩
き
、
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
、

ど
ん
な
危
険
が
あ
る
か
を
そ
の
場
で

教
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
具
体
的
に
「
な
ぜ
危
な
い
の
か
」

「
ど
う
注
意
し
た
ら
い
い
の
か
」
を

教
え
ま
し
ょ
う
。

問
町
総
務
課
防
災
防
犯
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
５
月
は
気
候
も
暖
か
く
な
り
、

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
る

シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
同
乗

者
、
車
を
貸
し
た
者
、
お
酒
を

飲
ま
せ
た
者
に
も
厳
し
い
罰
則

が
！

　
飲
ん
だ
ら
絶
対
運
転
し
な

い
！
飲
ん
だ
量
が
少
な
く
て
も
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
確
実
に
脳
に
影

響
し
ま
す
。

　「
少
し
だ
か
ら
平
気
」、「
近
所

だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

Point! 飲
酒
運
転
の
根
絶

　
通
園
・
通
学
す
る
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
大
人
が
手
本
と
な
り
、
基
本

的
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え
、

交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
山
梨
県
内
の
交
通
事

故
死
者
数
全
体
の
う
ち
、
高
齢

者
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

Point! 子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
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